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前  奏 黙想 

讃 美 歌  57 みさかえこよなき 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書  出エジプト記 23:7     

        ヨハネによる福音書 8:5~9  

讃 美 歌  330 あめなるわがやを          

説  教 『 錆びた天秤 』 

祈  禱 

讃 美 歌  256 つみのやみ         

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄  540 みめぐみあふるる     

祝  禱   後  奏        

 

 早朝、涼しく静かな神殿の中庭で、イエスは車座になって熱心な民に教え始めた(ﾖﾊﾈ 8:2)。そこへ

朝の静寂をかき乱すように、信仰の権威者らが姦通罪・現行犯の女を引きずって来た(8:3)。そしてイ

エスに、こういう女はどう扱うかのと慇懃無礼に尋ねる(8:4~5)。律法通りなら、愛の人イエスの化け

の皮を剥がせる。姦淫の罪で死刑にすべき女(ﾚﾋﾞ 20:10)を赦したら、律法違反で訴える魂胆だ(8:6)。 

 「イエスはかがみ込み、指で地面に何かを書き始められた(ﾖﾊﾈ 8:6)」。いったい何を書いているのか。

砂に指でだと十数文字がせいぜい。証拠はないが新約学者の推理は、たとえば「偽りの発言を避けね

ばならない。罪なき人、正しい人を殺してはならない(出ｴｼﾞﾌﾟﾄ 23:7)」。あるいは「(23:1)。なるほど

言われてみれば、そんな気がして来る。でも文字ではなく、いきり立つ権威者の似顔絵だったりして。  

 信仰の権威者らは「こいつぁ答えに窮して逃げてるな」と思い、しつこく問い続けた(ﾖﾊﾈ 8:7)。す

ると周囲の民衆が注視する中、イエスはゆっくり身を起し「あなたたちの中で罪を犯したことのない

者が、まず、この女に石を投げなさい(8:7)」と言った。この時の、場の空気の変化をどう見るか。 

 バケツの水をぶっかけられたような感じか、棍棒でガツンと殴られた感じか。いや、そうした衝撃

ではないだろう。軽くめまいし、冷や汗が出、口の中がカラカラに乾く感じではないだろうか。どの

くらいの長さだったか、しばらく静寂が支配していた。いきり立っていた権威者たちばかりでなく、

居合わせた民衆も、イエスに学んでいた民も沈黙した。公開処刑を喜ぶサディスティックな野次馬も

いたし、同情的な者も「正義」の執行として女の石打ち刑はやむなしと思っていたが、皆が沈黙した。 

 現代の司法ならば「今は女の罪を審議しているので、他者の罪の有無はこの判定と関係ない」とな

ろう。しかし権威者も、民衆も、女も、イエスも、同じ地平で密接に生きていて、喜びや悲哀、罪や

赦しを共にしていた。だから「罪を犯したことのない者が石を投げなさい」という言葉が、その場を

ひっくり返した。私たちにもこの「感じ」が分かるのはなぜか。法律とは別に、リアルにはこの場面

のように生きているからだと思う。いつの時代も、世界中の人間が、同じように生きて来たのだ。 

 イエスは再び「身をかがめて地面に書き続けられた(8:8)」。このふるまいには静かで濃密な時が刻

まれている。どのくらい時間が経っただろう。ほんの十数秒かもしれないが、めまい、冷や汗、口の

乾きのせいかとても長く感じる。すると「年長者から始まって、一人また一人と、立ち去ってしまい、

イエスひとりと、真ん中にいた女が残った(8:9)」。去った者たちにはもう、立場の違いなどなかった。

この不可思議な沈黙から、人間が新たに動き出す。だから沈黙を避けたりせず、丁寧に歓迎しよう。 

 イエスは「婦人よ～だれもあなたを罪に定めなかったのか(8:10)」と尋ねると、女は「主よ、だれ

も(8:11)」と答えた。するとイエスは「わたしもあなたを罪に定めない(8:11)」と静かに告げた。「わ

たし〝も〟」という言葉は慎重に聞こう。権威者らも民衆も自らの罪を省み、己が罪と女の罪を天秤

にかけて「赦した」。誰も「俺の罪の方が軽い」とは言わない。イエスの「罪に定めない」とは錆びた

天秤だ。天秤皿に乗せて罪を量るのではなく、錆びた支柱につけられて「赦した」。「神は、独り子を

お与えになったほどに、世を愛された(3:16)」。この十字架の愛ゆえに私たちは「罪に定められない」。 

罪の償いも 恵みの拝領も 他者と比べて自分の適量を量っている そうはでないと言いながらも 

十字架はかつて天秤だった すでに皿はなく 支点が錆びて竿は動かない 適量など無い事を知れ                

7/14(水)1:00～3:00 教会カフェ(1:30～2:00 聖書のおはなし)。7/29(月)10:00～11:30 八ヶ岳教会

の甲府聖研(YMCA)。牧師の動き:7/29午後、山梨県教誨師会臨時総会(甲府刑務所)。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

e ﾒｰﾙは komechan.olive @ gmail.com  HP は「日本督教団八ヶ岳教会」で検索して下さい。 


